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１ 令和５年度の振り返り
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１−１ かながわ⼈⽣100歳時代ネットワーク

3

県、市町村、ＮＰＯ、⺠間企業、⼤学等が連携し、個⼈が⽣涯にわたり輝き続けるこ
とができるための「学びの場」や「活動の場」の創出に向けて取り組み、県⺠⼀⼈ひ
とりが、コミュニティに参加しやすい環境づくりを⽬指すプラットフォーム。

県（事務局）

NPO(33)

⼤学(15)

⺠間企業(62)
市町村(13)

団体(55)

１７９団体

かながわ⼈⽣100歳時代
ネットワーク

有識者(3)



１−２（参考）加⼊団体数の推移
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団体数

かながわ⼈⽣100歳時代
ネットワーク

現在
（2024.4.2時点）

179

『⼝コミ』で加⼊する団体が多数



１−３ ネットワークの３つの取組
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かながわ⼈⽣100歳時代
ネットワーク

※オンライン開催

①定例意⾒交換会

・「この指とまれプロジェクト」
の提案発表や実施報告

・社会課題をテーマに意⾒交換

②この指とまれプロジェクト

・ネットワークの団体間の連携を
促し、社会課題の解決につなげ
る取組

③情報発信

・県HPに団体情報を掲載
・ネットワーク団体の情報などを、

県×Peatix特設ページ「好きかも！
を⾒つけよう」で発信

・参画団体が主催するイベントや講座
等の情報を参画団体に向けて発信



１−４ この指とまれプロジェクト提案
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No 団体名 プロジェクト名 実施
１ 株式会社AgeWellJapan シニア世代向けコミュニティサロン「モットバ！」活性化プロジェクト 〇
２ ⼀般社団法⼈ソーシャルコーディネートかながわ かながわコミュニティカレッジから始まる、ウェルビーイング 〇
３ ⼀般社団法⼈ソーシャルフィットネス協会 健康運動サークルの⾃⾛化⽀援サービス

４ 認定NPO法⼈藤沢市⺠活動推進機構 新時代を⽀える地域の社会起業家⼈材育成と⽀えるエコシステム

５ 神奈川県ファイナンシャルプランナーズ協同組合 FPが提案する⼈⽣１００歳時代に備える︕経済的に”安⼼で豊かなくらし”

６ 株式会社neconote 保護猫まちシェルターネットワーク

７ Moon Creative Lab （仮）Z世代の声を各企業・団体に届けよう！プロジェクト

８ NPO法⼈こころとからだの介護予防協会 ⾼齢者をげんきに！「脳トレ教室」実施プロジェクト

９ 株式会社Liquitous まちのことをじっくり話して、しっかり決める仕組みづくり

10 ままmaioka&株式会社あしがら森の会議 “⽇常”で気付くための“⾮⽇常”との好循環モデルづくり＠南⾜柄 〇
11 NPO法⼈YUVEC シニア職場環流プロジェクト「まだ出来る⼈の職場復帰プログラム」

12 ⼀般社団法⼈サスティナブル推進協会NAMIMATI 鎌倉の海で各世代交わり、これからの社会課題を考えるビーチクリーンイベント企画

13 NPO法⼈アクションポート横浜 横浜アクションアワード＆横浜アクションマップで地域と若者の次のアクションを！ 〇
14 学⽣団体ニューコロンブス 学⽣×地域活性化プロジェクト



実施プロジェクト事例
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株式会社AgeWellJapan （⼀社）ｿｰｼｬﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄかながわ チームままmaioka &
（株）あしがら森の会議 NPO法⼈アクションポート横浜

＜実施概要＞
AgeWellJapanLab
住み替えインタビュー
プラチナ・ギルド３名＋モットバ
︕スタッフ2名

＜マッチング団体＞
認定NPO法⼈ﾌﾟﾗﾁﾅ･ｷﾞﾙﾄﾞの会

＜実施概要＞
①かながわｺﾐｭﾆﾃｨｶﾚｯｼﾞ講座情報の提供
②ネットワーク参加団体様の情報募集

＜マッチング団体＞
認定NPO法⼈若葉台
銀座コーチングスクール横浜校
神奈川健康⽣きがいづくりｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ協議
会

＜実施概要＞
対話型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催
・⾮⽇常イベントで⽇常にもあ
る⾝近な⼤切なものに気付く

・南⾜柄地元メンバーと
ソトメンバーの対話型WS

＜参加者＞
・11名

＜実施概要＞
アクションアワードの開催
・プレゼン団体5団体
・⾒本市参加団体7団体

＜参加者＞
・114名
※ネットワーク団体からも参加



１−４（参考）定例会開催数、参加者延べ数の推移
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１−５（参考）この指提案数、意⾒交換テーマ数の推移
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は実施報告に⾄った数
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２ 令和６年度の⽅向性
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２−１ 令和６年度の⽅向性
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３つの取組は継続しつつ、①定例意⾒交換会を改善していきたい



２−２ 定例意⾒交換会の改善
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２つの改善で団体間の連携を加速

• テーマを設定した団体から希望があれば、個別グループを
『部会』として位置付け

• さらに『部会』で具体的に取組がスタートした場合、
『この指とまれプロジェクト』として位置付け

個別意⾒交換会 ➡ 部会 ➡ プロジェクトへ

改善１ • オンライン中⼼だった定例意⾒交換会を
年１〜２回程度対⾯で開催

➡６⽉対⾯予定

対⾯での交流機会を増やす

改善２



２−３ 個別意⾒交換会 ➡ 部会 ➡ プロジェクトのイメージ
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こ
の
指
と
ま
れ
PJ

個
別
意
⾒
交
換
会

プロジェクト
＜提案＞ 協⼒団体募集 マッチング プロジェクト

＜実施＞ 成果報告

個別グループでの
意⾒交換

部会

終了

希望あり

希望なし



２−４ 年間スケジュール予定
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２０２４年 ２０２５年
４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉

定例意⾒交換会

この指とまれPJ
募集 随時募集

対⾯

オンライン オンライン

対⾯

オンライン



２−５ 最後に
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失敗が許される場⾃由に発⾔・提案できる場 チャレンジできる場

課題が複雑多様化 ニーズも多種多様 明確な正解がない

かながわ⼈⽣100歳時代ネットワーク

新たな価値創造へ


